
 

 

インターネット接続設定（PPPoE設定）を実施されるお客様へ 

ホームゲートウェイのRX-600に対してPPPoE設定をする際には、RX-600に下記の手順1

～5の実施をお願いします。 

 

＜下記手順1～5が必要なお客様の構成＞ 

 

 

本商品の設定は、Web ブラウザを使って行います。 

あらかじめ本商品とパソコン等使用する機器の接続をしておきましょう。 

※ Webブラウザにてcookieを有効にしてください。無効だと下記の設定ができない場合がありま

す。 

※ ブラウザの対応状況については、以下のWebサイトでご確認ください。 

NTT東日本：http://web116.jp/ced/support/various/index.html 

NTT 西日本：https://www.ntt-west.co.jp/kiki/support/correspond/index.html 

 

 

1 Webブラウザを起動し、アドレス欄に「http://ntt.setup/」 もしくは 

本商品のIPアドレス（工場出荷時は「http://192.168.1.1/」に設定）を入力する 

 

2 画面にしたがって機器設定用パスワードとして任意の文字列を入力し、［設定］を
クリックする 

 

パスワードに使用できる文字は、0～9、a～z、A～Z、-（ハイフン）、_（アンダースコア）です。半角32文字まで設定できます。 
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3 ユーザー名に「user」を、パスワードに 2 で入力した機器設定用パスワードを入力

し［OK］をクリックする 

※ 画面はWindows® 10を使用した表示例です。ご使用のパソコンにより表示が異なる場合があります。 

 

 

4「利用タイプ」で［インターネット接続先を設定する］を選択し、プロバイダの設定情
報にしたがって接続先ユーザ名、接続パスワードを入力し［設定］をクリックする 

※ 接続先名は任意の名前が設定可能です。 

 

すでに機器設定用パスワードやプロバイダ等の設定が済んでいる場合は、上記の1 で「http://ntt.setup/」もしくは本商品のIPアドレス

（ 工場出荷時は「http://192.168.1.1/」に設定）を入力すると3 の画面が表示されますので、「ユーザー名」と「パスワード」を入力

してください。 

これでLANケーブルに接続されたパソコンからインターネットに接続できます。Webブラウザを使用してインターネットに接続してみましょう。 

※ その他、詳細な設定に関することは、「機能詳細ガイド」をご確認ください。（裏面に記載の「機能詳細ガイドについて」をご確認くださ

い。） 

 

5 左メニューの「基本設定」から、「接続先設定（IPv6 PPPoE）」を押下し、 

「接続先の情報」の「操作」において、「切断・停止」を押下ください。 

上記の操作で IPv6 PPPoE の切断を実施することで、セッション数を確保できます。 

 

 

 

 


